
令和 2 年度 四極会寄附講義「会社研究」 

 

 第 1 回寄附講義 5月 13日 

講師：一般財団法人四極会会長 

国立大学法人大分大学理事 

（法務、コンプライアンス、地域連携担当） 

石川公一（大学 13回卒業） 

テーマ：後輩たちへのメッセージ  

  

 本年度第 1回の寄附講義が 5月 13日 13:10から実施されました。新型コロナウイルス感染防止のため

目下、大分大学の講義は原則オンラインで行われており、当面、当寄付講義もそれに倣います。学生は

自宅のパソコン等で聴講する形式です。 

 

（受講ガイダンス） 

 初めに教務委員長の本谷るり教授から受講ガイダンスがありました。 

・会社研究の目的 

様々な業界・企業の実態を知ること、社会の理解を深めること、将来の職業選択に活かすことと。 

・オンライン講義の受講方法 

・成績評価方法 

 

（会社研究について） 

渡邊博子教授が、これまで卒業生を中心に講師をお願いしてきた「会社研究」は、100 周年を控えた今

年度からは地場経済界トップの方々にお願いすることになったと経緯を説明。引き続き、本日の講師紹

介をされました。 

 

（石川会長講義） 

講義は下に示したレジュメに基づいて進められました。 

大学卒業以来のご自分の歩みを振り返りながら、職業人としての生き方等について次のような内容の

お話をされました。 



 

 

「歩いてきた軌跡から」 

・たまたま就いた仕事に全力を尽くせ。法律の第 1 条に掲げられる「目的」のように、その仕事の原

点に立ち、組織の目的を達成することにまい進する。 

・他の人がやりたがらないことの中にやりがいがある。 

・先例がないは禁句。先例は自分で作る。 

・妥協せずに貫き通す信念を持つ。 

・職業人としての矜持を持つ。 

・法令順守だけでなく、倫理・道徳規範を踏まえた社会規範の順守を。 

 

「後輩へのメッセージ」 

・人生の目標を定め、目的を問うこと。目的は生き続けること。 

・語学、法律、会計学等、何か特技を持て。 

・自分の身を守れ。民法、労働法を武器に。 

 

 

 

［次ページ以降  レジュメ］ 
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                 大分大学経済学部「会社研究」  

(四極会 寄附講義 ) 

                令 ２ ． ５ ． １ ３ （ 水 ） 

 

後輩たちへのメッセージ 

     ・２０２２年（令和４年）は大分高商、大分経専

を経て“経済学部創立１００周年” 

     （１９２２年（大正１１年）日本で８番目の官

立高等商業学校として創立） 

  ・一般財団法人「四極会」（大分大学経済学部同

窓会）の現状、課題、「改革」の方向性 

・自治体職員３９年間（大分県、別府市、大分県

教育委員会）の“軌跡”、  “私の履歴書（１）” 

ＡＰＵ 立命館アジア太平洋大学、大分大学の

１０年間から学んだこととは？ 

“私の履歴書（２）” 

（限りある）人生、いかに生きるべきか！ 

    

 

        一般財団法人四極会 会長 

国立大学法人大分大学理事  

（法務、コンプライアンス、地域連携担当）  

           石 川 公 一 
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人生の「目標」を定め、人生の「目的」とは「なに」かを問
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 3 

はじめに 

～「会社研究」、「四極会」、創立１００周年に向けた取組み～  

   

１「会社研究」  

   ・平成 13 年度から開講  

   ・一般財団法人四極会「寄附講義」  

   ・四極会ＯＢが講師として講義し、学生に社会にはさまざまな

事業領域・行政サービスがあることを研究させることで、経

済学部における他の授業内容のなお一層の理解に役立てるこ

とを目的としている。 

   ・「名称の変更」の検討も！     

２「一般財団法人 四極会」（大分大学経済学部同窓会） 

 ・経緯等 

大正１１年（１９２２年）４月９日 大分高等商業学校第 1 回入学式

挙行                 

大正１１年（１９２５年）３月 大分高等商業学校同窓会発足  

昭和１９年（１９４４年）３月 大分経済専門学校同窓会発足  

昭和２８年（１９５３年）３月１５日 大分大学経済学部第 1 回生卒 

業                   

昭和３２年（１９５７年）５月５日  開校３５周年記念四極会全国総

会開催                

   高商，経専、経済学部の同窓会の一本化  

昭和４４年（１９６９年） 上野丘から旦野原へキャンパス移転  
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平成６年（１９９４年）  経済学科、経営システム学科、地域シス

テム学科（３学科） 

平成２０年（２００８年）１２月１日 一般財団法人四極会発足  

平成２９年（２０１７年） 社会イノベーション学科設置  

（４学科）  

平成３４年(２０２２年) 経済学部創立１００周年  

※「四極会」の名前の由来  

    高崎山の古名である四極山（しはすやま）にちなんで  

    開校記念歌にも「紫こむる四極山」と  

    万葉集に「四極山（しはつやま）、打ち越え見れば、笠縫（か

さぬい）の 島こぎかくる 棚（棚）無し小船（おぶね）」と

ある。 

・卒業者数 

    総数       ２０，４６７ 人  

    上野丘キャンパス  ６，９６４人（３４．０％）  

    旦野原キャンパス １３，５０３人（６６．０％）  

・会員数 

    総数   １２，５５０人  

     上野丘世代 ２，５１０人 ２０％  

（高商、経専、大学１回～大学１７回） 

     旦野原世代 １０，０４０人 ８０％  

（大学１８回～大学６５回）  

     女性会員数 ３，５６３人 
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     最近１０年間の女子学生数の状況 １２０人／３０５人  

・支部の状況 ４４支部 

   ＜地域支部  ３７支部＞  

大分県以外 ２２支部 

（東京、名古屋、関西、岡山、島根・鳥取、広島、山口・防

府、宇部、下関、松山、福岡、北九州、筑豊、佐賀、長崎、

佐世保、熊本、熊本城南、鹿児島、宮崎、都城、沖縄） 

    大分県内  １０支部 

（大分、別府、中津・豊前、宇佐・高田、速杵・国東、玖  

珠、豊肥、臼杵、津久見、佐伯）  

    その他の支部 ５支部（高松、高知、久留米、大牟田、延岡） 

＜職域支部 ７支部＞  

７支部（大分県庁、大分市役所、大分銀行、豊和銀行、大  

分大学、大分合同新聞、ジェイリース） 

※「女性部会」 平３０．２．７設立 約１４０人 

世代間交流組織 成和会 山水会 旦桜会 昭平会 

           （経専～大学１０回）（大学１１回～）（大学２１回～）（大３１回～）  

「青雲会」大分大学大学院経済学研究科同窓会  

※「四極会」のホームページにぜひ一度アクセスしてみてく

ださい、また、経済学部の管理研究室等棟の１Ｆ就職支援

室前の、「四極会」コーナーで「四極会」を紹介するＤＶＤ

を常時流しています。 
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３ 大分大学創立１００周年 ２０２２年（令和４年）に向

けての取組み  

（「会社研究」の講師 令元．９．３０ 大分合同新聞掲載企業   

５０社のトップに依頼） 

・「支部と本部の在り方等に関する委員会」（平２７．１１．９設置） 

委員長 野々下 俊昭「四極会」理事 

・「１００周年記念事業準備委員会」（平２７．１１．１７設置）  

委員長 帆足 三郎「四極会」理事  

・「１００周年事業実行委員会」（平２９．１０．７ 発足） 

大分大学経済学部と「四極会」が共同設置 

記念式典小委員会  委員長 市原宏一（経済学部）  

  募金小委員会  委員長 玉井鉄之（四極会）  

  記念事業小委員会 委員長 高見博之（経済学部） 

  広報小委員会  委員長 帆足三郎（四極会）  

  ・「１００周年事業実施計画」決定   

平３０．７．７ 一般財団法人四極会 評議員会  

    ①第一交通産業株式会社創業者代表取締役会長   

黒土 始 記念講堂（２０２教室 改修） 

    ②「四極公園」の整備  

    ③「アーカイブ・ルーム」の整備  

    ④「１００周年」記念誌の発行  

    ⑤四極会ホーム・ページの整備  など  
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・２０２２年（令和４年）６月２４日（金） 

    経済学部創立１００周年記念式典“前夜祭”  

思学会 、文化サークル等在学生の出演を中心としたイべン

ト予定 

大分市”祝祭の広場“ 

  ・２０２２年（令和４年）６月２５日（土）  

     経済学部創立１００周年記念式典   

     “ｉｉｃｈｉｋｏ 総合文化センター” 

「音の泉ホール」 

   ※ 大分大学同窓会連合会 平２７．４．１ 発足 

      ７つの各学部、研究科同窓会の連合体 

      教育学部 「豊友会」  

      経済学部 一般財団法人「四極会」  

      医学部医学科 「玉樹会」、看護学科 「桜樹会」  

      理工学部 「翔工会」  

      福祉健康科学部 「福蓮会」 

      福祉社会科学研究科  「九峰会」 
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第１ 自治体職員３９年間の“軌跡” “私の履歴書（１）” 

    ～少子化、高齢化、人口減少化の進行、分権改革の進展と

市町村合併、  

「地域間・大競争」時代、  

高度情報社会の到来、ＩｏＴ、ＡＩ、「第四次産業革命」、

情報公開の進展と「説明責任」の時代～ 

 

※「コンプライアンス」の確立、結果における「満足」では

なく、手続における「納得」が求められる時代  

 

□ なぜ、地方公務員になったのか 

    ～仕事・職業を選んだ「理由」によって人生が決まるので

はない！ 

偶々、選んでしまった地方公務員の道～   

 

 ・昭和４０年代の初め、当時、理工系はともかく、文科系の

大学院への進学は、まだまだ少数  

 

・大分大学経済学部経済学科４年間、経済学専攻科１年間  

   経済学、経営学、簿記・会計、民法、商法、労働法の基礎知識

を学んだこと  

  

・一橋大学大学院法学研究科修士課程２年間  

ドイツ労働法、労働協約理論を研究し、修士論文（ドイツ労働

法における「労働協約の当事者」“Ｄｉｅ  Ｐａｒｔｉｅｎ  ｄ

ｅｓ  Ｔａｒｉｆｖｅｒｔｒａｇｓ”）を作成、提出すること

により、「社会科学の方法論」を学んだこと  
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・本来なりたかった大学教員の道～父親が倒れ、「幻」に終わ

った小樽商科大学への赴任、修士課程修了に際し、念のた

めに受けていた大分県職員採用試験、県職員として３９年

間にわたって務めるとは！（「想定外」！） 

 

□ 大分県、別府市、大分県教育委員会で「なに」をして

きたのか      

    ～選んだ仕事・職業で「なに」をするか！によって人生が

決まる！～ 

 

（「最初」の大分県勤務 ３０年間） 

・最初の職場は職員研修所、続いて人事委員会事務局に勤務  

（６年間）  

・総務部総務課（昭和４８年４月～平成６年３月 ２０年間） 

    ３０年間勤務した大分県、うち総務部総務課の法規係（現

「法務室」）、情報公開準備室・県政情報室に引き続き２０

年間勤務  

事務事業担当課からの法律相談、条例・規則の制定改廃、裁判

（訴訟）  

①「主基斎田抜穂の儀」知事等参列違憲住民訴訟   

平３．１．２５訴訟提起   

平１４．７．９最高裁第三小法廷判決  

②情報公開制度づくり、情報公開窓口の運営  

昭和５６年１０月４日～  ヨーロッパ５か国に  

海外派遣研修  “情報公開制度とその運用の状況”  

 

※ 他の職員がやりたがらないこと、全く新しいこと、先例のな

いこと（「先例は、なければ自分でつくればいい！」）への積極
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的な挑戦  

       法的知識・経験等の積み重ねによる「リーガルマインド」（法

的なものの考え方）の涵養  

       自分なりの合理的な思考方法、「もの
．．

のみかた、考え方」の

確立  

・環境企画課長（平成６年４月～平成８年３月  ２年間） 

     廃棄物行政・環境行政の制度づくり～環境基本条例、環境影響

評価条例の制定、環境基本計画の策定  

     産業廃棄物行政の適正化  

※  関係住民等からの要望・陳情・申入れ等への対応  

・地方課長（平成８年４月～平成９年３月 １年間）  

    広域行政推進班の新設など、当時、将来の市町村合併をにらんだ

体制づくり  

・過疎・地域振興局長（平成９年４月～平成１０年３月  １

年間） 

 

（別府市勤務 ２年間） 

・別府市助役（平成１０年４月～平成１２年３月  ２年間） 

    借入金約６８億円、第三セクターである「財団法人別府商業観光

開発公社」の経営破綻の回避  

    ※  これまで積み重ねてきた法的知識・経験等に基づき、長い間

先送りされてきた、だれも手をつけなかった問題の解決  

 

（「再び」の大分県勤務 ７年間）  

・大分県監査事務局長（平成１２年４月１日～平成１３年３

月３１日 １年間） 

  平成２２年４月１日から国立大学法人大分大学監事（業務監査  

担当）に就任  

・大分県教育委員会教育長（平成１３年４月１日～平成１５

年５月２０日 ２年間） 
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 ①大分県の教育行政の適正化  

教育行政における「法の支配」「法治主義」の確立  

「公正の確保、透明性の向上、説明責任」徒いう視点の確立  

②教育委員会の「主体性」の確立（「回復」）～職員団体との関係

の是正・改善～「事前協議」の廃止、「平和カレンダー」の撤

去 など  

     ※「法律問題」と「事実問題」との峻別  

 

・大分県副知事（平成１５年５月２１日～平成１９年４月２

７日 ４年間） 

    ①行財政改革の実施～財政健全化、職員の意識改革、組織・機構

改革  など  

     ②市町村合併の推進～県内５８市町村から１８市町村へ  

（市町村減少率  全国第５位）  

※  情報公開の請求と住民監査請求、住民訴訟の提起への対応  

 

□ 世界の中の“日本”、日本の中の“国、地方、民間私企業” 

  新型コロナウイルスの世界的流行“パンデミック” 

資本主義、民主主義の“終焉”の危機 

少子化、高齢化、人口減少化の急激な進行 

国の政治・行政システム、官僚制・公務員制度、行政運 

営の“劣化”、機能不全 

国家財政・地方財政の危機 

“生き残り”をかけた民間私企業の経営 

 

第２ ＡＰＵ 立命館アジア太平洋大学、大分大学の１０

年間           “私の履歴書（２）” 

    ～少子化の進行、「大学間・大競争」時代、  

ガバナンス改革、「コンプライアンス」確立の時代～  
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（大学教授への「転身」） 

・ＡＰＵ  立命館アジア太平洋大学アジア太平洋学部  特別 

招聘教授（平成１９年９月２１日～平成２２年３月３１日  

２年間）  

・ＡＰＵ 立命館アジア太平洋大学客員教授（平成２２年４月

１日～平成 30 年 3 月 31 日 8 年間） 

（大学役員等への就任） 

・国立大学法人大分大学監事（平成２２年４月１日～平成  

 ２６年３月３１日 ４年間） 

  ※  20 回以上の監査結果報告、監事意見の提出  

    平２６．３．１７「監事意見書」  

・国立大学法人大分大学顧問 平成２６年４月１日  

    ・国立大学法人大分大学理事（非常勤）  

（平成２６年 1０月 1 日） 

    ・国立大学法人大分大学理事（常勤  法務、コンプライアン

ス、地域連携 担当） 

（平成２７年 1 月 1 日～現在） 

      ※  大学のガバナンス改革の推進  

・大分大学経済学部同窓会  一般財団法人「四極会」会長  

  平成２６年７月～現在  

第３ 「仕事・職業」について 

        ～官（公）民を問わず、いま、まさに問われている職

業人としての「矜持」（「忖度」も！）～ 
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□「仕事・職業」とは「なに」か、改めて考えるきっかけ

となった最近の動き 

・東日本大震災 平成２３年３月１１日 

  「未曾有の（？！）」東日本大震災 

   石巻市立大川小学校事件  

・東京電力福島第一原子力発電所事故  平成２３年３月１１日  

    「想定外の（？！）」事故  

・九電「やらせメール」事件  平成２３年７月６日  

・船場吉兆食べ残し料理「使い回し」事件  平成１９年１０月２

８日 

・大分県教育委員会教員採用選考「事前通知」事件  平成２０年

６月１４日  

 

（官（公）民を問わない、政治、行政運営、企業経営の質の“劣化”

の進行 基礎・基本・前提の“崩壊”） 

・学校法人「森友学園」国有地払下げ、学校法人「加計学園」獣

医学部新設をめぐる経緯等から「なに」を学ぶべきか  

～「決裁」後の１４件の公文書の「書き換え」なんてあるの

か？ 職業人・公務員としての「矜持」（「忖度」も？）～  

  ・財務省事務次官、志學館大学女子レスリング部監督によるパワ

ハラ問題  

  ・日大アメフト部「危険タックル」やらせ問題  

  ・「人生１００年時代 老後に２０００万円必要」問題 
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    （令和元．６．３ 金融庁「報告書」）  

  ・「桜を見る会」参加者「公私」混同問題  

 

□ いまや、民間私企業の活動のみならず、国家行政活動、

地方行政活動においても要求される「コンプライアンス

（法令や社会規範の遵守）」の確立というトレンド 

日本は法治国家であり、「法の支配」「法治主義」の原理という「基

本的視点」は当然の事理、しかし、いまや「基本的視点」に立った

「法令の遵守」だけでよかった時代が終焉し、組織（企業）内規範・

ルール、組織（企業）倫理・道徳に基づく「（倫理・道徳規範をも

含む）社会規範の遵守」も要求される時代が到来しているという基

本認識を！ 

 

※Ｃｏｍｐｌｉａｎｃｅ←Ｃｏｍｐｌｙ＝Ｃｏｍｐｌｅｔｅ＋ Ｓｕ

ｐｐｌｙ 

※ 国家公務員法  

国家公務員倫理法、国家公務員倫理規程 平１２．４．１施行  

  地方公務員法    

    大分県職員倫理規程、大分県教育委員会職員倫理規程   

平１２．８．３０施行 

  大和銀行ニュ－ヨーク支店巨額損失事件が契機  

（大阪地裁平成１２年 9 月２０日判決） 
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□「仕事・職業」を意味する外国語   

（英語） 

Ｏｃｃｕｐａｔｉｏｎ，Ｊｏｂ，Ｗｏｒｋ，Ｔｒａｄｅ  

Ｃａｒｅｅｒ  Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎ  Ｃａｌｌｉｎｇ  

Ｖｏｃａｔｉｏｎ    

  （ドイツ語）  

Ｂｅｒｕｆ，Ｗｅｒｋ 

※英語、独語いずれも「神のお召し、天職、（神によ  る）召

命、天職の賦与」 

 

□（「体験論的・実践論的」）「仕事・職業」観 

～私自身にとって「仕事・職業」とは「なに」か？！～ 

・昭和４８年４月から平成６年３月まで ２０年間／３１年間  

   大分県総務部総務課（法規係、情報公開準備室、県政情報室）

に勤務 

     法律相談、条例・規則の制定改廃、裁判（訴訟）  

     情報公開制度づくり、情報公開窓口の運営  

  ・「ジェネラリスト」、それとも「スペシャリスト」？ 

  ・一つの職務を通して、組織・仕事全体を見る目を！ 

   ・「改革」なき自治体（「組織」）に、明日はない！ 

・「未知」の問題へのあくなき挑戦！  

・リーガル・マインド、合理的な「もの
‥

の考え方」の涵養  

 

おわりに 

 ～後輩たちへのメッセージ  
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（限りある）人生、いかに生きるべきか！？人生の「目標」を

定め、人生の「目的」とは「なに」かを問う！～  

   

（後輩たちへのメッセージ） 

□ “ジェネラリストか、スペシャリストか？！” 

   “一学生 一特技” 社会人として“得意技”をもつ！ 

   自分の担当する仕事を通じて組織全体を見る！ 

   組織の病理現象（”Ｓｅｉｎ“）を通じて、あるべき

正常な姿（”Ｓｏｌｌｅｎ“）を知る！ 

□ 社会人になった場合自分自身を守るための最低限の知識、

情報を！ 

   民法（総則、物権編、債権編）、労働法（労働基準法、

労働安全衛生法、労働契約法、労働組合法そして就業

規則） 

□ ３９年間の地方公務員としての生活から学んだこと 

・「仕事の管理」  

   原点主義  

   先例踏襲主義、「国・県依存型症候群」からの決別  

   「縦割り行政」の弊害の除去  

   少数意見への配慮 

   地方行政の「主体性」の確立、「時代の風」に敏感であれ！ 

・「組織・職員の管理」 

   「思考停止症候群」「指示待ち症候群」に陥ることなかれ！ 
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   「現場主義」に徹すること  

   「地方行政の常識」が「世間の非常識」にならないよう！ 

   仕事の「主役」は事業部門、管理部門はいわば「黒衣」  

・「危機管理」  

   “Ａｃｃｉｄｅｎｔｓ  ｗｉｌｌ ｈａｐｐｅｎ．” 

    「危機には終わりがある。問題は必ず解決する。」と固

く信じること。  

 ・地方行政の基本 

「法の支配」「法治主義」の貫徹、「地方自治の本旨」「住民

福祉の増進」の実現 

  「公正」の確保、「透明性」の向上、「説明責任」の履行 

    いまや、「コンプライアンス」に基づく「説明責任」の確

立が喫緊の課題  

 

□ 地方公務員を退職した後、どう生きるのか 

・いわゆる「天下り」（地方公務員退職後の「再就職」）をせず、 

ＡＰＵで、本来なりたかった大学の教員の道へ！  

  ・これまで３９年間の大分県、別府市における地方公務員生活  

を通じて培ってきた地方自治、地方行政に関する知識・情

報・経験等の次の世代への継承、そのための出版  

「実践  政策法務」（平１９．１１．１５刊行）   

「図解  地方自治体職員  必携」（平２２．２．１０刊行）   

「図解  自治体職員のための  トラブル解決事例集」  

（平２３．１．２０刊行）  

  「自治体職員と説明責任～判例・実例に学ぶ法令の遵守とコンプラ  

イアンスの確立」（平成 27 年 1 月 15 日  第２刷刊行）  
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  「新  図解  自治体職員のための  トラブル解決 事例集」(平３

０．６．１  刊行) 

  「実践 自治体活動と『改革』 Ｑ＆Ａ」（仮題） 

（令和２年１０月 刊行予定） 

 

（人生、いかに生きるべきか）  

□ 人生の「目的」、人生の「目標」 

   ～人生の「目的」とは「なに」かと、常に自問自答し、人生

の「目標」を持ち続けること、必ず実現するという強い

信念を持ち、「目標」に向かって努力すること  

     これによって、人生が決まる～  

 

・私のモットーは、「不易流行」、「則天去私」、「一期一会」  

・自分なりの合理的な思考方法、「もの
．．

のみかた、考え方」の確立

を！ 

・「乃公出でずんば」という気概を！  

 

□ 人生の「目的」 

・人生の「目的」とはなにか～「生きること、生き続けること」 

※ 自殺対策基本法  平１８．１０．２８施行  

    死刑と「残虐な刑罰」に関する最高裁昭２３．３．１

２大法廷判決  

「生命は尊貴である。一人の生命は全地球より重い。」  
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□ 人生の「目標」 

・人生の「目標」とはなにか  

①   一冊の本との出会いが！  

「美しい日本の私  その序説」 川端康成 

    （１９６８年（昭和４３年）１２月１０日  ノーベル文学賞  

      受賞記念講演）  

     「大河の一滴」 五木寛之 

     「社会科学の方法ーヴェーバーとマルクスー」  大塚久雄  

     「社会科学における人間」  大塚久雄  

     「資本主義と民主主義の終焉―平成の政治と経済を読み解

く」 水野和夫 山口二郎  

②   一人の「先生」との出会いが！ 「邂逅」  

   私自身、小学校７回、中学校４回の転校  

      国東小学校５年 神田先生 麻生中学校１年 江口先生  

      大分舞鶴高等学校１年  麻生先生  

      大分大学経済学部 竹屋先生 

      一橋大学大学院法学研究科  蓼沼謙一先生 

 

 

 

 

 


